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序文 

 

 

 

 

イージースラブ橋、イージーラーメン橋を品質良く施工するため、国土交通省

の定める施工管理基準に対し、(一社)イージースラブ橋協会は、特別に精度が必

要な箇所を見直した管理規格値を独自に定めるものとした。管理規格値に収まる

施工を出来るように施工管理を計画されたい。  
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第 1 章 支承工 

主桁下フランジ面とゴム支承面との接触面及びゴム支承と台座モルタルとの接触面に肌すき

が無いことを確認する 

①帯状ゴム支承 

※1 支承幅寸法が 300mm 以下の場合は水平面の高低差を 1mm 以下とする。尚、支承を勾配な

りに据え付ける場合は勾配差に対して水平度の管理を用いる。 

②単独ゴム支承 

※1 支承平面寸法が 300mm 以下の場合は水平面の高低差を 1mm とする。尚、支承を勾配なり

に据え付ける場合は勾配差に対して水平度の管理を用いる。 

      

種別 R6.3 国交省 

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

支
承
工(

帯
状
ゴ
ム
支
承) 

据付け 

高さ 

(橋軸直角方向) 

±5 同左 
主桁位置の 

全数 

主桁中心とゴム支承 

幅の中心の交点 

支承の 

水平度 

(橋軸方向) 

1/300 
同左 

※1 

主桁位置の 

全数 

主桁中心とゴム支承幅

の両端の交点 

種別 
R6.3 国交省

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

支
承
工(

単
独
ゴ
ム
支
承) 

据付け 

高さ 

(橋軸直角方向) 

±5 同左 
主桁位置の 

全数 

主桁中心とゴム支承幅

の中心の交点 

支承 

中心間隔 

(橋軸直角方向) 

±5 
同左 

※2 

主桁位置の 

全数 

主桁中心とゴム支承 

中心の交点 

支承の 

水平度 

(橋軸方向) 

1/300 
同左 

※1 

主桁位置の 

全数 

 

同一支承線

上の 

相対誤差 

5 同左 
主桁位置の 

全数 

 

単位：mm 

単位：mm 

中心
主桁

測点

支承線
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第２章 基礎杭工 

①既成杭工 

 

②場所打杭工 

 

種別 
R6.3 国交省

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

既
成
杭
工(

既
成
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭) 

(

鋼
管
杭)(

Ｈ
鋼
杭) 

基準高 

▽ 
±50 同左 

全数について杭中

心で測定 

「３次元計測技術

を用いた出来形管

理要領(案)」に基

づき出来形管理を

実施する場合は、

同要領に規定する

計測精度・計測密

度を満たす計測方

法により出来形管

理を実施すること

ができる。 

 

根入長 
設計値 

以上 
同左 

偏心量 

ｄ 

D/4 以内 

かつ 

100 以内 

同左 

傾斜 1/100 以内 同左 

種別 
R6.3 国交省

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

場
所
打
杭
工 

基準高 

▽ 
±50 同左 全数について杭中

心で測定 

「３次元計測技術

を用いた出来形管

理要領(案)」に基

づき出来形管理を

実施する場合は、

同要領に規定する

計測精度・計測密

度を満たす計測方

法により出来形管

理を実施すること

ができる。 

 

根入長 
設計値 

以上 
同左 

偏心量 

ｄ 
100 以内 同左 

傾斜 1/100 以内 同左 

杭径Ｄ 
設計(公称

径)以上※ 
同左 

単位：mm 

単位：mm 



6 
 

第３章 下部工 

① 鉄筋工 

竪壁主鉄筋の施工は「施工マニュアル」の組み立て要領を適用する。なお、上下部連結金物(FB12

×125)の孔径は鉄筋支持金物と同一の孔径とする。橋軸方向の連結材を入れることは現場の工

夫として認める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竪壁およびフーチングの測定箇所例 

種別 

R6.3 国交省

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

主
鉄
筋
組
立
て 

平均 

間隔 

ｄ 

±φ 同左 

主鉄筋につい

て適用する 

各断面における主鉄筋 

 

 

下図参照 

 

 

 

かぶり 

ｔ 

設計 

かぶり 

±φ 

かつ 

最小 

かぶり 

以上 

同左 

d

d

d
t

t

d

d
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②躯体工(イージースラブ橋台・橋脚) 

 

 

 

 

 

 

種別 
R6.3 国交省施

工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

橋
台
躯
体
工 

基準高 

▽ 
±20 同左 

橋軸方向の断面寸

法は中央および両

端部、その他は寸

法表示箇所。 

箱抜き形状の詳細

については「道路

橋支承便覧」によ

る。 

なお、従来管理の

他に「３次元計測

技術を用いた出来

形管理要領(案)」

で規定する出来形

計測性能を有する

機器で計測するこ

とが出来る。(アン

カーボルト孔の鉛

直度を除く)ただ

し、「３次元計測技

術を用いた出来形

管理要領(案)」に

基づき出来形管理

を実施する場合

は、同要領に規定

する計測精度・計

測密度を満たす計

測方法により出来

形管理を実施する

ことが出来る。 

 

厚さ 

ｔ 
-20 同左 

天端幅 

ｗ1 

(橋軸方向) 

-10 同左 

天端幅 

ｗ2 

(橋軸方向) 

-10 同左 

敷幅ｗ3 

(橋軸方向) 
-50 同左 

高さｈ1 -50 同左 

胸壁の 

高さｈ2 
-30 同左 

天端長 

L1 
-50 同左 

敷長 

Ｌ2 
-50 同左 

胸壁間 

距離ℓ 
±30 同左 

支間長及び 

中心線の 

変位 

ａ1、a2 

±50 同左 

単位：mm 
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W1

W1/2

W2

W1/2

h
2

h
1

 

 

 

 

③躯体工(イージーラーメン橋台) 

 

種別 

工種 項目 
R6.3 国交省

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

橋
台
躯
体
工 

支
承
部
ア
ン
カ
ー
Ｂ
Ｔ
の 

箱
抜
規
格
値 

計画高 +10～-20 同左 

支承部アンカーボルト

の箱抜き規格の平面位

置は沓座の中心ではな

くアンカーBT の箱抜き

中心で測定 

アンカーBT 孔の鉛直度

は箱抜きを橋軸方向、

橋軸直角方向で十字に

切った 2隅で計測 

 

平面 

位置 
±20 同左 

アンカーBT

孔の鉛直度 
1/50 以下 同左 

種別 
R6.3 国交省

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

イ
ー
ジ
ー
ラ
ー
メ
ン
橋
台
躯
体
工 

基準高▽ - ±5 
 

天端幅 

ｗ1 

(橋軸方向) 

-10 同左 

敷幅 

底版幅 

ｗ2 

(橋軸方向) 

-50 同左 

高さｈ -50 同左 

天端長 

L1 
-50 ０～＋３０ 

敷長 

底版長 

L2 

-50 同左 

橋軸方向の 

躯体中心線 

変位 Ｌ 

±50 ±25 

単位：mm 

L

L1

L2

単位：mm 
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第４章 上部工 

①桁架設工 

注 1.架設精度は桁架設、桁下面型枠、横つなぎ鉄筋配置までを完了後に測定する 

注 2.連結しない主桁の全長、そり、通りは工場検査の結果によるものとし、現場測定しない 

注 3.主桁間隔は平均値とする 

  

種別 R6.3 

 国交省施工

管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

連
結
主
桁
の
組
立
精
度
（
架
設
前
） 

全長Ｌ(m) ±(20+L/5) 同左 主桁全数 

上フランジ上面 

 

そりδ ±(25+L/2) ±(15+L/2) 主桁全数 

上フランジ面の支間中央 

 

 
 
 
 
 

架
設
精
度 

主桁間隔 

Ｂ 
±4 同左 主桁全数 

支承線上 

 

通りδ ±(10+2L/5) 同左 桁間全数 

ウエブ面の支間中央 

 

主桁の橋

端におけ

る出入り

差δ 

±10 同左 

どちらか一方

の主桁端を測

定 

主桁全数 

 

単位：mm 
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②鉄筋工(橋体・地覆) 

 

 

種別 R6.3 国交省

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

鉄
筋
工 

鉄筋間隔 φ 同左 

1径間当たり 3 箇所

(両端及び中央)測

定。1箇所の測定は、

橋軸方向の鉄筋は全

数、橋軸直角方向の

鉄筋は加工形状毎に 2

ｍの範囲を測定。 

 

鉄筋の 

かぶり 
設計値以上 同左 

1径間当たり 3 箇所

(両端及び中央)測

定。1箇所の測定は、

断面変化毎 1 箇所と

する。 

 

単位：mm 

地覆測定箇所

上面配筋測定箇所

上面配筋測定箇所

上面配筋測定箇所



11 
 

 

②躯体工(橋体・地覆) 

※その他橋梁付属物等出形基準は各発注者の定める基準によるものとする 

種別 R6.3 国交省 

施工管理基準 

ESB 協会 

管理規格値 
測定基準 測定箇所 

工種 項目 

橋
体 

基準高 

▽ 
±20 同左 

基準高は、1径間

あたり 2 箇所(支

点付近)で 1箇所

当たり両端と中央

部の 3 点、幅は 1

径間当たり両端と

中央部の 3か所。 

厚さは型枠設置時

におおむね 10 ㎡

に 1 箇所測定(床

版の厚さは型枠検

査をもって代え

る) 

 

幅 0～+30 同左 

厚さ -10～+20 -5～+20 

橋長 

Ｌ＜15ｍ… 

±10 

Ｌ≧15… 

±(Ｌ-5) 

かつ-30mm 以

内 

同左 

地
覆 

地覆の幅

W1 
-10～+20 同左 

1 径間当たり両端

及び中央部の 3 箇

所測定。 

 

地覆の高

ｈ 
-10～+20 同左 

有効幅 

W2 
0～+30 同左 

単位：mm 

ｔ

基準高測定箇所

支間長

Ｌ

ｈ

W1 W2
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第５章 各種段階確認事項・材料検収等 

 

①段階確認例 

 

②材料検収例 

種別 材料名 確認内容 摘要 

支承工・変位制限工 
ゴム支承、変位制限装置、

無収縮モルタル 
納入数量 - 

主桁搬入工 H 鋼桁・高力ボルト 寸法および外観検査、納入数量 
工場検査を実施
した際は外観、
数量のみ確認 

鉄筋工 鉄筋コンクリート棒鋼 寸法及び外観検査、納入数量 - 

下部工・躯体工 コンクリート 現地試験 - 

 

上表は計画時に最新の規定、その他管理内容は発注者仕様を基に確認すること。 

その他、確認内容については各仕様書に基づき管理すること。 

  

種別 内容 確認時期 確認内容 摘要 

下部工 組立精度 鉄筋組立て完了時、鉄筋組立出来形 - 

支承工・変位制限工 設置精度 設置完了時、支承据付出来形 - 

桁架設工 架設精度 架設完了時、桁据付出来形 - 

上部・橋体工 組立精度 鉄筋組立て完了時、鉄筋組立出来形 - 

伸縮装置工 設置精度 設置時、伸縮装置据付状況、位置、高さ - 
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